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愛媛県内の看護系大学院の入学志願状況等

大学院名 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 R２年度 平　均

入学定員 16 16 16 16 12

愛媛大学大学院 志願者数 15 10 13 11 8 11.40

医学系研究科 受験者数 14 10 13 11 8 11.20

看護学専攻 合格者数 14 10 12 11 8 11.00

入学者数 14 10 12 11 8 11.00

超過率 0.88 0.63 0.75 0.69 0.67 0.72

入学定員 5 5 5 5 5

愛媛県立医療 志願者数 7 6 5 2 6 5.20

技術大学大学院 受験者数 7 6 5 2 6 5.20

保健医療学研究科 合格者数 7 6 5 2 6 5.20

看護学専攻 入学者数 7 6 5 2 6 5.20

超過率 1.40 1.20 1.00 0.40 1.20 1.04

※各大学のHPより本学で作成

博士前期課程（修士課程）
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資料3

愛媛県内の既設大学院の所在地と聖カタリナ大学大学院（仮称）の所在地

聖カタリナ大学松

山市駅キャンパス
愛媛大学大学院

（医学系研究科）

愛媛県立医療技術大学大学院



聖カタリナ大学大学院

看護学研究科 看護学専攻（修士課程）（仮称）への

入学意向に関するアンケート調査報告

令和３年２月

一般財団法人 日本開発構想研究所

資料４



聖カタリナ大学大学院看護学研究科看護学専攻（修士課程）（仮称）への

入学意向に関するアンケート調査報告

１．調査概要

（1） 調査目的

令和4年4月に予定している聖カタリナ大学大学院看護学研究科看護学専攻（修士課程）（仮

称）の開設に向けて、聖カタリナ大学大学院看護学研究科看護学専攻（修士課程）（仮称）へ

の入学意向を把握することを目的とする。

（2） 調査対象者

① 聖カタリナ大学人間健康福祉学部看護学科在学生（1～4年次生） 223人 

② 愛媛県内所在の病院、養成学校等医療関連施設等に勤務する看護職、看護教員 3,451人

（3） 調査方法

① 聖カタリナ大学人間健康福祉学部看護学科在学生（1～4 年次生）に対し、アンケート用

紙及び聖カタリナ大学大学院看護学研究科看護学専攻（修士課程）（仮称）の概要を配布

し、教室等で直接アンケート用紙に記入する方法により実施。回答用紙は大学が取りま

とめ、一般財団法人日本開発構想研究所へ大学から郵送。

② 愛媛県内所在の病院、養成学校等医療関連施設等 176 施設の看護管理者へ依頼し、勤務

する看護職、看護教員に対し、アンケート用紙及び聖カタリナ大学大学院看護学研究科

看護学専攻（修士課程）（仮称）の概要を配布して、アンケート調査を実施した。回答用

紙は一般財団法人日本開発構想研究所へ回答者から直接郵送。

その結果、1,728人から有効回答を得た。 

集計結果より、聖カタリナ大学大学院看護学研究科看護学専攻（修士課程）（仮称）への入

学意向を分析した。

（4） 調査実施期間

令和 2年 12月～令和 3年 2月
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（5） 有効回収率等

調査対象者数：3,674人

  （内訳）

① 聖カタリナ大学人間健康福祉学部看護学科在学生（1～4年次生） 223人

② 愛媛県内所在の病院、養成学校等医療関連施設等に勤務する看護職、看護教員

3,451人

有効回答者数：1,728人 

  （内訳）

① 聖カタリナ大学人間健康福祉学部看護学科在学生（1～4年次生） 223人

② 愛媛県内所在の病院、養成学校等医療関連施設等に勤務する看護職、看護教員

1,505人

有効回収率 ：約 47.0% （有効回答 1,728 ÷ 調査対象 3,674） 

※設置を構想している聖カタリナ大学大学院看護学研究科看護学専攻（修士課程）は仮称である

が、本文中ではその旨の表示を省略した。

 
2



２．調査結果

（1）性別について 

性別について調査した結果、回答者 1,728 人のうち、「女性」が 1,549 人（89.6%）、「男性」

が 174人（10.1%）の順になっている。 ※「無回答」5人（0.3%） 

（2）現住所について 

現住所について調査した結果、回答者 1,728 人のうち、「松山市内」が 1,313 人（76.0%）と

最も多く、次いで「中予（松山市以外）」284人（16.4%）、「東予」96人（5.6%）、「南予」27人

（1.6%）、「その他」3人（0.2%）の順になっている。 ※「無回答」5人（0.3%） 

性別
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 女性 1,549     89.6     
2 男性 174    10.1     
無回答 5  0.3   
N （％ﾍﾞｰｽ） 1,728     100  

女性
89.6%

男性
10.1%

無回答
0.3%

性別

N = 1728

現住所
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 松山市内 1,313   76.0    
2 中予（松山市以外） 284   16.4    
3 東予 96  5.6   
4 南予 27  1.6   
5 その他 3    0.2   
無回答 5    0.3   
N （％ﾍﾞｰｽ） 1,728   100  

松山市内
76.0%

中予

（松山市以外）
16.4%

東予
5.6%

南予
1.6%

その他

0.2%

無回答
0.3%

現住所

N = 1728
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（3）年齢について 

年齢について調査した結果、回答者 1,728人のうち、「20代」が 553人（32.0%）と最も多く、

次いで「40代」427人（24.7%）、「30代」379人（21.9%）、「50代以上」291人（16.8%）、「10

代」73人（4.2%）の順になっている。 ※「無回答」5人（0.3%）

年齢
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 10代 73   4.2   
2 20代 553    32.0     
3 30代 379    21.9     
4 40代 427    24.7     
5 50代以上 291    16.8     
無回答 5  0.3   
N （％ﾍﾞｰｽ） 1,728     100  

10代
4.2%

20代
32.0%

30代
21.9%

40代
24.7%

50代以上
16.8%

無回答

0.3%

年齢

N = 1728
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（4）対象者について 

対象者について調査した結果、回答者 1,728 人のうち、「看護師として勤務」が 1,444 人

（83.6%）と最も多く、次いで「看護学科 1年次生」63人（3.6%）、「看護学科 3年次生」59人

（3.4%）、「看護学科 4年次生」50人（2.9%）、「看護学科 2年次生」49人（2.8%）、「助産師と

して勤務」39 人（2.3%）、「看護教員として勤務」13 人（0.8%）、「その他の看護職・技術職と

して勤務」4人（0.2%）、「保健師として勤務」1人（0.1%）の順になっている。 ※「無回答」

6人（0.3%） 

 

対象者
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 看護師として勤務 1,444  83.6  

2 保健師として勤務 1   0.1  

3 助産師として勤務 39  2.3  

4 その他の看護職・技術職として勤務 4   0.2  

5 看護教員として勤務 13  0.8  

6 その他 0   0.0  

7 看護学科1年次生 63  3.6  

8 看護学科2年次生 49  2.8  

9 看護学科3年次生 59  3.4  

10 看護学科4年次生 50  2.9  

無回答 6   0.3  

N （％ﾍﾞｰｽ） 1,728  100   

看護師として勤務
83.6%

保健師として勤務
0.1%

助産師として勤務
2.3%

その他の看護職・

技術職として勤務
0.2%

看護教員として勤務
0.8%

その他
0.0%

看護学科1年次生
3.6%

看護学科2年次生
2.8%

看護学科3年次生
3.4%

看護学科4年次生
2.9%

無回答
0.3%

対象者

N = 1728
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（5）看護職実務経験年数について 

「（4）対象者について」にて「看護師として勤務」、「保健師として勤務」、「助産師として勤

務」、「その他の看護職・技術職として勤務」、「看護教員として勤務」と回答した社会人 1,501人

について、通算の看護職（看護教員を含む）実務経験年数を調査した。

その結果は、「10年以上」が 937人（62.4%）と最も多く、次いで「5年～10年未満」262人

（17.5%）、「3年～5年未満」142人（9.5%）、「1年～3年未満」83人（5.5%）、「1年未満」64

人（4.3%）の順になっている。 ※「無回答」13人（0.9%） 

 

 

 

 

看護職実務経験年数
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 １年未満 64   4.3  

2 １年～３年未満 83   5.5  

3 ３年～５年未満 142  9.5  

4 ５年～10年未満 262  17.5   

5 10年以上 937  62.4   

無回答 13   0.9  

N （％ﾍﾞｰｽ） 1,501   100  

１年未満
4.3%

１年～３年未満
5.5%

３年～５年

未満
9.5%

５年～10年未満
17.5%

10年以上
62.4%

無回答
0.9%

看護職実務経験年数

N = 1501

 
6



（6）大学院（修士課程）への入学意向について 

大学院（修士課程）への入学意向について調査した結果、回答者 1,728 人のうち、「将来的に

も大学院入学には興味がない」が 865人（50.1%）と最も多く、次いで「将来、必要を感じた場

合には入学を考える」352 人（20.4%）、「わからない」232 人（13.4%）、「機会があれば入学し

たい」141 人（8.2%）、「大学院で特定の科目のみ受講したい」51 人（3.0%）、「その他」35 人

（2.0%）、「入学したい」20人（1.2%）の順になっている。 ※「無回答」32人（1.9%） 

大学院(修士課程)への入学意向
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 入学したい 20    1.2  
2 機会があれば入学したい 141  8.2  
3 将来、必要を感じた場合には入学を考える 352  20.4   
4 大学院で特定の科目のみ受講したい 51    3.0  
5 わからない 232  13.4   
6 その他 35    2.0  
7 将来的にも大学院入学には興味がない 865  50.1   
無回答 32    1.9  
N （％ﾍﾞｰｽ） 1,728    100    

入学したい
1.2%

機会があれば入学したい
8.2%

将来、必要を感じた場合には

入学を考える
20.4%

大学院で特定の科目のみ

受講したい
3.0%

わからない
13.4%その他

2.0%

将来的にも

大学院入学には

興味がない
50.1%

無回答
1.9%

大学院(修士課程)への入学意向

N = 1728
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（7）大学院（修士課程）への入学理由について 

7-1 大学院（修士課程）への入学理由（第 1理由）について 

「（6）大学院（修士課程）への入学意向について」にて「将来的にも大学院入学には興味が

ない」と回答した 865人と「無回答」32人を除く 831人に、大学院（修士課程）への入学理由

（第 1理由）について調査した。 

その結果は、「専門の幅を広げ、将来的なキャリアの向上・業務の拡大につなげたいから」が

293 人（35.3%）と最も多く、次いで「最先端の専門的知識・技術を身につけたいから」177 人

（21.3%）、「学習環境に身を置くことで教養・資質を高め自己啓蒙を図りたいから」83 人

（10.0%）、「業務を遂行するうえで、学部の教育・研究では不十分と考えるから」77 人（9.3%）、

「資格・学位・学歴を取得するため」75 人（9.0%）、「社会的に大学院修了程度の学歴及び能力

が求められているから」27人（3.2%）、「その他」27人（3.2%）、「様々な人との交流によって、

既成の価値観や発想をリフレッシュしたいから」23 人（2.8%）、「将来、看護教育・研究に関わ

る職業に就きたいから」18 人（2.2%）、「大学院で研究したいテーマがあるから」4 人（0.5%）

の順になっている。 ※「無回答」27人（3.2%） 

大学院(修士課程)への入学理由(第1理由)
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 業務を遂行するうえで、学部の教育・研究では不十分と考えるから 77         9.3             
2 最先端の専門的知識・技術を身につけたいから 177       21.3           
3 大学院で研究したいテーマがあるから 4           0.5             
4 社会的に大学院修了程度の学歴及び能力が求められているから 27         3.2             
5 専門の幅を広げ、将来的なキャリアの向上・業務の拡大につなげたいから 293       35.3           
6 資格・学位・学歴を取得するため 75         9.0             
7 将来、看護教育・研究に関わる職業に就きたいから 18         2.2             
8 学習環境に身を置くことで教養・資質を高め自己啓蒙を図りたいから 83         10.0           
9 様々な人との交流によって、既成の価値観や発想をリフレッシュしたいから 23         2.8             
10 その他 27         3.2             
無回答 27         3.2             
N （％ﾍﾞｰｽ） 831       100            

業務を遂行するうえで、

学部の教育・研究では

不十分と考えるから
9.3%

最先端の専門的知識・技術を

身につけたいから
21.3%

大学院で研究したい

テーマがあるから
0.5%

社会的に大学院修了程度の学歴

及び能力が求められているから
3.2%

専門の幅を広げ、将来的なキャリアの向上・業務の拡大につなげたいから
35.3%

資格・学位・学歴を

取得するため
9.0%

将来、看護教育・

研究に関わる職業に

就きたいから
2.2%

学習環境に身を置くことで

教養・資質を高め

自己啓蒙を図りたいから
10.0%

様々な人との交流によって、

既成の価値観や発想を

リフレッシュしたいから
2.8%

その他
3.2%

無回答
3.2%

大学院(修士課程)への入学理由(第1理由)
N = 831
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7-2 大学院（修士課程）への入学理由（第 2理由）について 

「（6）大学院（修士課程）への入学意向について」にて「将来的にも大学院入学には興味がな

い」と回答した 865 人と「無回答」32 人を除く 831 人に、大学院（修士課程）への入学理由

（第 2理由）について調査した。 

その結果は、「専門の幅を広げ、将来的なキャリアの向上・業務の拡大につなげたいから」が

178 人（21.4%）と最も多く、次いで「資格・学位・学歴を取得するため」134 人（16.1%）、

「学習環境に身を置くことで教養・資質を高め自己啓蒙を図りたいから」125 人（15.0%）、「最

先端の専門的知識・技術を身につけたいから」121 人（14.6%）、「様々な人との交流によって、

既成の価値観や発想をリフレッシュしたいから」118 人（14.2%）、「業務を遂行するうえで、学

部の教育・研究では不十分と考えるから」27 人（3.2%）、「社会的に大学院修了程度の学歴及び

能力が求められているから」26 人（3.1%）、「将来、看護教育・研究に関わる職業に就きたいか

ら」26 人（3.1%）、「大学院で研究したいテーマがあるから」11 人（1.3%）、「その他」3 人

（0.4%）の順になっている。 ※「無回答」62人（7.5%） 

大学院(修士課程)への入学理由(第2理由)
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 業務を遂行するうえで、学部の教育・研究では不十分と考えるから 27         3.2             
2 最先端の専門的知識・技術を身につけたいから 121       14.6           
3 大学院で研究したいテーマがあるから 11         1.3             
4 社会的に大学院修了程度の学歴及び能力が求められているから 26         3.1             
5 専門の幅を広げ、将来的なキャリアの向上・業務の拡大につなげたいから 178       21.4           
6 資格・学位・学歴を取得するため 134       16.1           
7 将来、看護教育・研究に関わる職業に就きたいから 26         3.1             
8 学習環境に身を置くことで教養・資質を高め自己啓蒙を図りたいから 125       15.0           
9 様々な人との交流によって、既成の価値観や発想をリフレッシュしたいから 118       14.2           
10 その他 3           0.4             
無回答 62         7.5             
N （％ﾍﾞｰｽ） 831       100            

業務を遂行するうえで、学部の教育・研究では不十分と考えるから
3.2%

最先端の専門的知識・技術を

身につけたいから
14.6%

大学院で研究したい

テーマがあるから
1.3%

社会的に大学院修了程度

の学歴及び能力が

求められているから
3.1%

専門の幅を広げ、将来的なキャリアの

向上・業務の拡大につなげたいから
21.4%

資格・学位・学歴を取得するため
16.1%

将来、看護教育・

研究に関わる

職業に就きたいから
3.1%

学習環境に身を置くことで

教養・資質を高め

自己啓蒙を図りたいから
15.0%

様々な人との交流によって、

既成の価値観や発想を

リフレッシュしたいから
14.2%

その他
0.4%

無回答
7.5%

大学院(修士課程)への入学理由(第2理由)

N = 831

 
9



（8）看護学研究科看護学専攻（修士課程）への興味・関心について 

「（6）大学院（修士課程）への入学意向について」にて「将来的にも大学院入学には興味が

ない」と回答した 865人と「無回答」32人を除く 831人に、聖カタリナ大学大学院看護学研究

科看護学専攻（修士課程）への興味・関心について調査した。

その結果、「大いに興味・関心がある」と回答したのは33人（4.0%）である。また、「興味・

関心がある」106 人（12.8%）、「すこし興味・関心がある」311 人（37.4%）との回答があり、

「大いに興味・関心がある」「興味・関心がある」「すこし興味・関心がある」の合計 450 人

（54.2%）が聖カタリナ大学大学院看護学研究科看護学専攻（修士課程）に興味・関心を示して

いる。 ※「無回答」4人（0.5%） 

 

看護学研究科看護学専攻(修士課程)への興味・関心
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 大いに興味・関心がある 33   4.0   
2 興味・関心がある 106    12.8     
3 すこし興味・関心がある 311    37.4     
4 わからない 219    26.4     
5 その他 4  0.5   
6 興味・関心はない 154    18.5     
無回答 4  0.5   
N （％ﾍﾞｰｽ） 831    100  

大いに

興味・関心がある
4.0%

興味・関心

がある
12.8%

すこし興味・

関心がある
37.4%

わからない
26.4%

その他
0.5%

興味・関心

はない
18.5%

無回答
0.5%

看護学研究科看護学専攻(修士課程)への興味・関心
N = 831
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（9）看護学研究科看護学専攻（修士課程）への興味・関心の理由について 

9-1 看護学研究科看護学専攻（修士課程）への興味・関心の理由（第 1理由）について 

「（8）看護学研究科看護学専攻（修士課程）への興味・関心について」にて「大いに興味・関

心がある」「興味・関心がある」「すこし興味・関心がある」と回答した450人に、興味・関心の

理由（第 1理由）について調査した。 

その結果は、「働きながら学べる」が 95人（21.1%）と最も多く、次いで「興味のある看護分

野が学べる、あるいは研究ができる」89 人（19.8%）、「新しく設置される研究科だから」88 人

（19.6%）、「教育内容に関心がある」63人（14.0%）、「学位を取得したい」50人（11.1%）、「立

地（松山市駅）が便利」25 人（5.6%）、「聖カタリナ大学の大学院だから」16 人（3.6%）、「丁

寧な指導が期待できる」15 人（3.3%）、「学費が適正だから」8 人（1.8%）の順になっている。

※「無回答」1人（0.2%）

興味・関心の理由(第1理由)
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 新しく設置される研究科だから 88  19.6  
2 興味のある看護分野が学べる、あるいは研究ができる 89  19.8  
3 教育内容に関心がある 63  14.0  
4 丁寧な指導が期待できる 15  3.3   
5 学位を取得したい 50  11.1  
6 聖カタリナ大学の大学院だから 16  3.6   
7 働きながら学べる 95  21.1  
8 立地（松山市駅）が便利 25  5.6   
9 学費が適正だから 8    1.8   
10 その他 0    0.0   
無回答 1    0.2   
N （％ﾍﾞｰｽ） 450   100   

新しく設置される研究科だから
19.6%

興味のある看護分野が

学べる、あるいは

研究ができる
19.8%

教育内容に関心がある
14.0%

丁寧な指導が期待できる
3.3%

学位を取得したい
11.1%

聖カタリナ大学の

大学院だから
3.6%

働きながら学べる
21.1%

立地（松山市駅）が便利
5.6%

学費が適正だから
1.8%

その他
0.0%

無回答
0.2%

興味・関心の理由(第1理由)

N = 450
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9-2 看護学研究科看護学専攻（修士課程）への興味・関心の理由（第 2理由）について 

「（8）看護学研究科看護学専攻（修士課程）への興味・関心について」にて「大いに興味・

関心がある」「興味・関心がある」「すこし興味・関心がある」と回答した450人に、興味・関心

の理由（第 2理由）について調査した。 

その結果は、「働きながら学べる」が 125 人（27.8%）と最も多く、次いで「立地（松山市駅）

が便利」89 人（19.8%）、「教育内容に関心がある」52 人（11.6%）、「興味のある看護分野が学

べる、あるいは研究ができる」42 人（9.3%）、「学位を取得したい」38 人（8.4%）、「学費が適

正だから」30 人（6.7%）、「新しく設置される研究科だから」25 人（5.6%）、「丁寧な指導が期

待できる」19 人（4.2%）、「聖カタリナ大学の大学院だから」11 人（2.4%）、「その他」2 人

（0.4%）の順になっている。 ※「無回答」17人（3.8%） 

興味・関心の理由(第2理由)
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 新しく設置される研究科だから 25  5.6   
2 興味のある看護分野が学べる、あるいは研究ができる 42  9.3   
3 教育内容に関心がある 52  11.6  
4 丁寧な指導が期待できる 19  4.2   
5 学位を取得したい 38  8.4   
6 聖カタリナ大学の大学院だから 11  2.4   
7 働きながら学べる 125   27.8  
8 立地（松山市駅）が便利 89  19.8  
9 学費が適正だから 30  6.7   
10 その他 2    0.4   
無回答 17  3.8   
N （％ﾍﾞｰｽ） 450   100   

新しく設置される研究科だから
5.6%

興味のある看護分野が学べる、

あるいは研究ができる
9.3%

教育内容に関心がある
11.6%

丁寧な指導が期待できる
4.2%

学位を取得したい
8.4%

聖カタリナ大学の大学院だから
2.4%

働きながら学べる
27.8%

立地（松山市駅）が便利
19.8%

学費が適正だから
6.7%

その他
0.4%

無回答
3.8%

興味・関心の理由(第2理由)

N = 450
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（10）看護学研究科看護学専攻（修士課程）への入学意向について 

「（8）看護学研究科看護学専攻（修士課程）への興味・関心について」にて「興味・関心は

ない」と回答した 154 人と「無回答」の 4 人を除いた 673 人に、聖カタリナ大学大学院看護学

研究科看護学専攻（修士課程）への入学意向について調査した。

その結果、「入学を希望する」が56人（8.3%）、「開設時ではないが、5年以内の入学を検討す

る」が 29人（4.3%）、「将来、必要を感じた場合には入学を検討する」が 322人（47.8%）とな

り、合計 407人（60.5%）が聖カタリナ大学大学院看護学研究科看護学専攻（修士課程）への入

学意向を示している。 ※「無回答」11人（1.6%） 

（11）看護学研究科看護学専攻（修士課程）で学びたい分野 

「（10）看護学研究科看護学専攻（修士課程）への入学意向について」にて入学意向を示した

407人に、聖カタリナ大学大学院看護学研究科看護学専攻（修士課程）に入学した場合、学びた

いと考えている分野について調査した。

その結果は、「療養支援看護学分野」が 180 人（44.2%）、「特定実践支援看護学分野」が 223

人（54.8%）となっている。 ※「無回答」4人（1.0%） 

看護学研究科看護学専攻(修士課程)で学びたい分野
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 療養支援看護学分野 180   44.2    
2 特定実践支援看護学分野 223   54.8    
無回答 4    1.0   
N （％ﾍﾞｰｽ） 407   100  

療養支援

看護学分野
44.2%

特定実践支援

看護学分野
54.8%

無回答
1.0%

看護学研究科看護学専攻(修士課程)で

学びたい分野

N = 407

入学を希望する
8.3%

開設時ではないが、

5年以内の

入学を検討する
4.3%

将来、必要を

感じた場合には

入学を検討する
47.8%

入学を

希望しない
7.4%

わからない
30.5%

無回答
1.6%

看護学研究科看護学専攻(修士課程)

への入学意向

N = 673

看護学研究科看護学専攻(修士課程)への入学意向
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 入学を希望する 56   8.3  

開設時ではないが、
5年以内の入学を検討する
将来、必要を感じた場合には
入学を検討する

4 入学を希望しない 50   7.4  

5 わからない 205  30.5   

無回答 11   1.6  

N （％ﾍﾞｰｽ） 673  100  

2

3

29   4.3  

322  47.8   
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（12）希望の授業時間帯 

12-1 希望の授業時間帯（第 1希望）について 

「（10）看護学研究科看護学専攻（修士課程）への入学意向について」にて入学意向を示した

407人に、聖カタリナ大学大学院看護学研究科看護学専攻（修士課程）に入学した場合、どのよ

うな時間帯に授業を履修したいか調査した。

その結果は、「平日夜間の時間帯」が 157 人（38.6%）と最も多く、次いで「平日昼間の時間

帯」91 人（22.4%）、「土曜日昼間の時間帯」89 人（21.9%）、「夏休み集中の時間帯」36 人

（8.8%）、「その他」9人（2.2%）の順になっている。 ※「無回答」25人（6.1%） 

12-2 希望の授業時間帯（第 2希望）について 

「（10）看護学研究科看護学専攻（修士課程）への入学意向について」にて入学意向を示した

407人に、聖カタリナ大学大学院看護学研究科看護学専攻（修士課程）に入学した場合、どのよ

うな時間帯に授業を履修したいか調査した。

その結果は、「土曜日昼間の時間帯」が 149 人（36.6%）と最も多く、次いで「平日夜間の時

間帯」90 人（22.1%）、「夏休み集中の時間帯」76 人（18.7%）、「平日昼間の時間帯」34 人

（8.4%）、「その他」14人（3.4%）の順になっている。 ※「無回答」44人（10.8%） 

希望の授業時間帯(第1希望)
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 平日昼間の時間帯 91   22.4     
2 平日夜間の時間帯 157    38.6     
3 土曜日昼間の時間帯 89   21.9     
4 夏休み集中の時間帯 36   8.8   
5 その他 9  2.2   
無回答 25   6.1   
N （％ﾍﾞｰｽ） 407    100  

平日昼間

の時間帯
22.4%

平日夜間

の時間帯
38.6%

土曜日昼間

の時間帯
21.9%

夏休み集中

の時間帯
8.8%

その他
2.2%

無回答
6.1%

希望の授業時間帯(第1希望)

N = 407

希望の授業時間帯(第2希望)
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 平日昼間の時間帯 34  8.4   
2 平日夜間の時間帯 90  22.1    
3 土曜日昼間の時間帯 149   36.6    
4 夏休み集中の時間帯 76  18.7    
5 その他 14  3.4   
無回答 44  10.8    
N （％ﾍﾞｰｽ） 407   100  

平日昼間の時間帯
8.4%

平日夜間

の時間帯
22.1%

土曜日昼間

の時間帯
36.6%

夏休み集中

の時間帯
18.7%

その他
3.4%

無回答
10.8%

希望の授業時間帯(第2希望)

N = 407
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（13）入学に必要な条件整備 

13-1 入学に必要な条件整備（第 1理由）について 

「（10）看護学研究科看護学専攻（修士課程）への入学意向について」にて入学意向を示した

407人に、聖カタリナ大学大学院看護学研究科看護学専攻（修士課程）に入学した場合、職に就

いたままで大学院に入学する上で、どのような条件整備が必要か調査した。

その結果は、「夜間開講等授業時間帯の工夫」が 209 人（51.4%）と最も多く、次いで「奨学

金等の金銭的支援」73 人（17.9%）、「社会人特別選抜等の入学試験」67 人（16.5%）、「修了年

月の延長」17 人（4.2%）、「指導教授との連絡体制」16 人（3.9%）、「その他」1 人（0.2%）の

順になっている。 ※「無回答」24人（5.9%） 

13-2 入学に必要な条件整備（第 2理由）について 

「（10）看護学研究科看護学専攻（修士課程）への入学意向について」にて入学意向を示した

407人に、聖カタリナ大学大学院看護学研究科看護学専攻（修士課程）に入学した場合、職に就

いたままで大学院に入学する上で、どのような条件整備が必要か調査した。

その結果は、「奨学金等の金銭的支援」が 95人（23.3%）と最も多く、次いで「社会人特別選

抜等の入学試験」81 人（19.9%）、「指導教授との連絡体制」75 人（18.4%）、「修了年月の延長」

71 人（17.4%）、「夜間開講等授業時間帯の工夫」53 人（13.0%）、「その他」4 人（1.0%）の順

になっている。 ※「無回答」28人（6.9%） 

入学に必要な条件整備(第1理由)
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 夜間開講等授業時間帯の工夫 209  51.4  
2 社会人特別選抜等の入学試験 67  16.5  
3 奨学金等の金銭的支援 73  17.9  
4 修了年月の延長 17  4.2    
5 指導教授との連絡体制 16  3.9    
6 その他 1    0.2    
無回答 24  5.9    
N （％ﾍﾞｰｽ） 407  100   

夜間開講等

授業時間帯

の工夫
51.4%

社会人特別選抜等

の入学試験
16.5%

奨学金等の

金銭的支援
17.9%

修了年月の延長
4.2%

指導教授との連絡体制
3.9%

その他
0.2%

無回答
5.9%

入学に必要な条件整備(第1理由)
N = 407

入学に必要な条件整備(第2理由)
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 夜間開講等授業時間帯の工夫 53  13.0  
2 社会人特別選抜等の入学試験 81  19.9  
3 奨学金等の金銭的支援 95  23.3  
4 修了年月の延長 71  17.4  
5 指導教授との連絡体制 75  18.4  
6 その他 4    1.0  
無回答 28  6.9  
N （％ﾍﾞｰｽ） 407   100   

夜間開講等

授業時間帯の工夫
13.0%

社会人

特別選抜等

の入学試験
19.9%

奨学金等の

金銭的支援
23.3%

修了年月の延長
17.4%

指導教授との

連絡体制
18.4%

その他
1.0%

無回答
6.9%

入学に必要な条件整備(第2理由)

N = 407
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３．調査結果のまとめ

「（10）看護学研究科看護学専攻（修士課程）への入学意向について」と、「（11）看護学研究

科看護学専攻（修士課程）で学びたい分野」の調査結果をクロス集計した結果は下表のとおりで

ある。

「入学を希望する」と回答した者は、「療養支援看護学分野」で 31人、「特定実践支援看護学

分野」で 24 人、合計で 56 人（無回答 1 人）となり、聖カタリナ大学大学院看護学研究科看護

学専攻（修士課程）の入学定員 5人に対し、11.2倍の入学意向を示している。 

「開設時ではないが、5 年以内の入学を検討する」と回答した者は、「療養支援看護学分野」

が 9人、「特定実践支援看護学分野」が 20人、合計で 29人となり、聖カタリナ大学大学院看護

学研究科看護学専攻（修士課程）の入学定員 5人に対し、5.8倍の入学意向を示している。 

「将来、必要を感じた場合には入学を検討する」と回答した者は、「療養支援看護学分野」が

140人、「特定実践支援看護学分野」が 179人、合計で 322人（無回答 3人）となり、聖カタリ

ナ大学大学院看護学研究科看護学専攻（修士課程）の入学定員 5 人に対し、64.4 倍の入学意向

を示している。

本調査においては、「１．調査概要」で示した通り、

① 聖カタリナ大学人間健康福祉学部看護学科在学生（1～4年次生）

② 愛媛県内所在の病院、養成学校等医療関連施設等に勤務する看護職、看護教員

を調査対象としたため、その内訳等について、下記にまとめた。

上段:度数
下段:％

合計 入学を希望する
開設時ではない
が、5年以内の入
学を検討する

将来、必要を感
じた場合には入
学を検討する

407      56        29      322          

100.0          13.8 7.1     79.1         

180      31        9            140          

100.0          17.2 5.0     77.8         

223      24        20      179          

100.0          10.8 9.0     80.3         

4     1 0            3         

100.0          25.0 -         75.0         

入学意向 ×学びたい分野

入学意向

学びたい分野

全体

療養支援看護学分野

特定実践支援看護学分野

無回答
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「（4）対象者について」と、「（10）看護学研究科看護学専攻（修士課程）への入学意向につ

いて」の調査結果をクロス集計した結果は下表のとおりである。

「（5）看護職実務経験年数について」と、「（10）看護学研究科看護学専攻（修士課程）への

入学意向について」の調査結果をクロス集計した結果は下表のとおりである。

上段:度数
下段:％

合計
看護師とし
て勤務

保健師とし
て勤務

助産師とし
て勤務

その他の
看護職・
技術職
として勤務

看護教員

として勤務
その他

看護学科
1年次生

看護学科2
年次生

看護学科3
年次生

看護学科4
年次生

673         548        1        9    1             11           - 35        15     20           33           

100.0   81.4       0.1          1.3        0.1     1.6          - 5.2       2.2    3.0          4.9          

56       45   -  1    -         2           - 4   -       1          3      

100.0   80.4       -  1.8        -         3.6          - 7.1       -       1.8          5.4          

29       22   -  -            -         2           - 2   3             -   -

100.0   75.9       -  -            -         6.9          - 6.9       10.3        -   -

322         255        -  2    1             3           - 15        9             15           22           

100.0   79.2       -  0.6        0.3     0.9          - 4.7       2.8    4.7          6.8          

50       45   1        1    -         1           - 1   -       -   1      

100.0   90.0       2.0          2.0        -         2.0          - 2.0       -       -   2.0          

205         173        -  5    -         3           - 11        3             4          6      

100.0   84.4       -  2.4        -         1.5          - 5.4       1.5    2.0          2.9          

11       8            -  -            -         -    - 2   -       -   1      

100.0   72.7       -  -            -         -    - 18.2        -       -   9.1          

対象者×入学意向

全体

入学を希望する

開設時ではないが、5
年以内の入学を検討す
る

入学意向 将来、必要を感じた場
合には入学を検討する

対象者

入学を希望しない

わからない

無回答

上段:度数
下段:％

合計 １年未満
１年～
３年未満

３年～
５年未満

５年～
10年未満

10年以上 無回答

570   22     29   55       97    366   1    

100.0   3.9    5.1  9.6      17.0     64.2  0.2     

48       1    -     5     6   35  1    

100.0   2.1    -     10.4       12.5     72.9  2.1     

24       - 1       2     3   18  -  

100.0   - 4.2  8.3      12.5     75.0  -  

261   12     15   25       53    156   -  

100.0   4.6    5.7  9.6      20.3     59.8  -  

48       1    1       7     5   34  -  

100.0   2.1    2.1  14.6       10.4     70.8  -  

181   8    12   15       30    116   -  

100.0   4.4    6.6  8.3      16.6     64.1  -  

8      - -     1     - 7       -  

100.0   - -     12.5       - 87.5  -  
無回答

看護職実務経験年数×入学意向

看護職実務経験年数

入学意向

全体

入学を希望する

開設時ではないが、5
年以内の入学を検討す
る

将来、必要を感じた場
合には入学を検討する

入学を希望しない

わからない
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「（8）看護学研究科看護学専攻（修士課程）への興味・関心について」と、「（10）看護学研

究科看護学専攻（修士課程）への入学意向について」の調査結果をクロス集計した結果は下表の

とおりである。

 

以上の調査結果と、調査対象以外からの進学も考えられることから、聖カタリナ大学大学院

看護学研究科看護学専攻（修士課程）の入学定員を満たす学生は十分に確保できるものと考える。

看護学研究科看護学専攻(修士課程)への興味・関心 × 入学意向
上段:度数

下段:％ 合計
大いに興味・
関心がある

興味・関心が
ある

すこし興味・
関心がある

わからない その他

673              33               106 311 219  4              
100.0           4.9              15.8 46.2 32.5 0.6 

56              9         22               20                5             -                
100.0           16.1 39.3 35.7 8.9                -                

29              5         12               10                2             -                
100.0           17.2 41.4 34.5 6.9                -                

322              11               49               180 82 -                
100.0           3.4              15.2 55.9 25.5 -                

50              1         4          20                24 1              
100.0           2.0              8.0              40.0 48.0 2.0 

205              7         16               76                104  2              
100.0           3.4              7.8              37.1 50.7 1.0 

11              -           3          5            2             1              
100.0           -           27.3 45.5 18.2 9.1 

看護学研究科看護学専攻(修士課程)への興味・関心

入学意向

全体

入学を希望する

開設時ではないが、5年以内の入学を検討する

将来、必要を感じた場合には入学を検討する

入学を希望しない

わからない

無回答
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調査票
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1入学意向用I

聖カタリナ大学大学院看護学研究科看護学専攻（修士課程） （仮称）の
設置に係るアンケ ー ト調奎.. ·; 暫ガタリチ大学では、令和4年(2022年y-·4百を自蓬iこ天浮振看護学研弱祠看護学専坂"C修壬課程う...."(仮称）の設置を計画して

います。このアンケ ー ト調査は皆さんの今後の大学院への入学意向等についてお聞きし、設置計画の基礎資料とさせていただくもの
です。ご協力をお願いします。

• このアンケ ー トの結果は、統計資料としてのみ用い、自的以外に利用することはございません。
直答は、該当する番号を回答欄の仁］の中へ直接記入してください。
＊内容は構想中であり、変更となる場合がごさいます。

［あなた本人について］
問1 あなたの性別についておたすねします。

1 女性 2 男性

【回答欄】

ロ
問 2 あなたのお住まい（現住所）について、次の中から1つお選びください。

1 松山市内 3 束予 5 その他
2 中予（松山市以外） 4 南予 ロ

問 3 あなたの年齢についておたすねします。
1 10代 2 20代 3 30代 4 40代 5 50代以上 ロ

問 4 あなたの職種をお選びください。社会人の方は、現職での『主たる役割』に
最も近いものを 1つお選びください。

社会人の方は下記よりお選びください i i 学生の方は下記よりお選びください i 

1 看護師として勤務
2 保健師として勤務
3 助産師として勤務
4 その他の看護職・技術識として勤務

［資格名： ］ 
5 看護教員として勤務
6 その他（具体的に

7 看護学科1年次生
8 看護学科2年次生
9 看護学科3 年次生

10 看護学科4年次生 口

ヽ
ノ

【枠内の設問は社会人の方のみご回答ください】
問5 あなたの看護職（看護教員を含む）実務経験年数（通算）をお選びください。

1 1年未満 3 3年,..._,5年未満 5 10年以上
2 1年,..._, 3年未満 4 5年,..._,10年未満

［大学院（修士課程）への入学について］

ロ

問6 あなたは大学院（修士課程）への入学について、どのようにお考えですか。
次の中から最も近いものを上2お選びください。

1 入学したい
2 機会があれば入学したい
3 将来、必要を感じた場合には入学を考える
4 大学院で特定の科目のみ受講したい
5 わからない
6 その他（具体的に
7 将来的にも大学院入学には興味がない

口｀ 1 ~6を選ばれた方は問7へお進みください。
7を選ばれた方は問14へお進みください。

ヽ
ノ

問7 問6で選択肢1,...._,6を選択された方へおたすねします。それは、どのような理由からですか。
次の中から第2理由までお選びください。回答後は問8へお進みください。

1 業務を遂行するうえで、学部の教育・研究では不十分と考えるから
2 最先端の専門的知識・技術を身につけたいから
3 大学院で研究したいテ ー マがあるから
4 社会的に大学院修了程度の学歴及び能力が求められているから
5 専門の幅を広げ、将来的なキャリアの向上・業務の拡大につなげたいから
6 資格・学位・学歴を取得するため
7 将来、看護教育・研究に関わる職業に就きたいから
8 学習環境に身を置くことで教養・資質を高め自己啓蒙を函りたいから
9 様閃な人との交流によって、既成の価値観や発想をリフレッシュしたいから

10 その他（具体的に

：二／

I裏面へお進みください芦到
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1入学意向用I

ここからは 、 聖カタリナ大学大学院看護学研究科看護学専攻（修士課程） （仮称）の概要リ ー フレットを
ご覧いただいた上でご回答ください。

［聖カタリナ大学大学院誓護学研究科誓護学専攻（修士課程） （仮称）への入学について］
問8 あなたは聖カタリナ大学大学院看護学研究科看護学専攻（修土課程） （仮称）について

どのようにお考えですか。次の中から 1--2お選びください。
1 大いに興昧•関心がある
2 興味•関心がある
3 すこし興味•関心がある

4 わからない

5 その他（具体的に
6 興味•関心はない

ヽ
j

1、2、3を選ばれた方は問9へお進みください。
4、5を選ばれた方は問10へお進みください。
6を選ばれた方は問14へお進みください。

口

問9問8で「大いに興味•関心がある」 「興味•関心がある」 「すこし興味•関心がある」と
回答された方におたすねします。それは、どのような理由からですか。
次の中から第2理由までお選びください。
1 新しく設置される研究科だから
2 興昧のある看護分野が学べる、あるいは研究ができる
3 教育内容に関心がある

4 丁寧な指導が期待できる
5 学位を取得したい
6 聖カタリナ大学の大学院だから
7 働きながら学べる

第1理由

第2理由

8 立地（松山市駅）が便利
ロ

9 学費が適正だから
10 その他
（具体的に ヽ

ノ

問10今後、聖カタリナ大学大学院看護学研究科看護学専攻（修土課程） （仮称）を受験し、
合格された場合に入学を希望しますか。次の中から上2お選びください。
1 入学を希望する 4 入学を希望しない
2 開設時ではないが、5年以内の入学を検討する 5 わからない
3 将来、必要を感じた場合には ロ

入学を検討する
r1 、 2、3を選ばれた方は問11へお進みください。、
4、5を選ばれた方は問14へお進みください。

問 11あなたが将来聖カタリナ大学大学院看護学研究科看護学専攻（修士課程） （仮称）に入学し
た場合、学びたいと考えている分野はとちらですか。次の中から上2お選びください。

1療養支援看護学分野 2特定実践支援看護学分野 口
問12問10で「入学を希望する」 「開設時ではないが、5年以内の入学を検討する」 「将来、必要を

感じた揚合には入学を検討する」と回答された方におたすねします。とのような時間帯に授業
を履修したいとお者えですか。次の中から第2希望までお選びください。
1平日昼間の時間帯 4夏休み集中の時間帯 第1希望

： 口は言畠喜『；：帯
5 

ci� 喜に ） 第2希望B

問13問10で「入学を希望する」「開設時ではないが、5年以内の入学を検討する」 「将来、必要を感
じた場合には入学を検討する」と回答された方におたすねします。職に就いたままで大学院に入
学する上で、どのような条件整備が必要とお考えですか。
次の中から第2 理由までお選びください。
1 夜間開講等授業時間帯の工夫 5 指導教授との連絡体制
2 社会人特別選抜等の入学試験 6 その他
3 奨学金等の金銭的支援 （具体的に

4 修了年月の延長
二：口

問14聖カタリナ大学大学院看護学研究科看護学専攻（修士課程） （｛反称）の設置計画に、
ご意見・ご要望がごさいましたらお聞かせください。
/

‘

 

ヽ

ノ

◆ご協力いただき、ありがとうございました◆
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計画概要
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※内容は構想中のものであり、変更になる場合があります。

設置構想中

聖カタリナ大学大学院＜設置構想中＞
看護学研究科看護学専攻（仮称）
2022年（令和4年）4月設置予定　修士課程

学　　位　　修士（看護学）
入学定員　　5名（予定）男女共学
修業年限　　2年（最長4年まで）
入学時期　　4月
設置場所　　聖カタリナ大学松山市駅キャンパス内

教育目的
看護学研究科看護学専攻（仮称）は、療養支援看護学分野及び特定実践支援看護学分野の研究教育を通

して、多職種との連携・協働の視点を踏まえ、保健・医療・福祉を繋ぐキーパーソンとして地域包括ケア
システムの構築に寄与できる高度専門職業人を養成することを目的とします。

出願資格
次の（１）～（７）のいずれかに該当する者。

（１）大学を卒業した者（卒業見込みの者を含む）。
（２）学校教育法により学士の学位を授与された者。
（３）外国において学校教育における16年の課程を修了した者。
（４）文部科学大臣の指定した者。
（５）外国の大学等において、修業年限が 3 年以上の課程を修了することにより、学士の学位に相当する

学位を授与された者。
（６）専修学校の専門課程（修業年限が 4 年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満たす

ものに限る）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了した者。
（７）その他、本大学院において大学を卒業した者と同等の学力があると認めた者。
出願資格については事前に個別にご相談ください。

修了要件
2 年以上在学し、修了所要単位数 30 単位以上を修得し、かつ必要な研究指導を受けた上、当該修士課

程の目的に応じた修士論文の成果の審査及び最終試験に合格すること。

想定される卒業後の進路
（１）高度な専門知識をもつ人材として、保健医療福祉の施設等に勤務
（２）教育者・研究者として看護系大学や研究機関に勤務
（３）大学院（博士後期課程）への進学など

社会人学生に対する配慮
看護職者の資質向上に貢献する目的で、社会人の受け入れを行います。
勤務しながら通学できるよう、大学院設置基準の第 14 条特例に基づく昼夜開講や、修業年限を４年

に延長する長期履修学生制度を設け、在職のまま学びやすくなるよう配慮します。

土曜　①  8:50～10:20  ②10:30～12:00　 ③13:00～14:30　 ④14:40～16:10
平日　⑤18:00～19:30  ⑥19:40～21:10
（全てがこの時間の開講ではありません）

裏面もご覧ください。

学校法人 聖カタリナ学園 ＜お問い合わせ先＞
聖カタリナ大学 松山市駅キャンパス事務部局
TEL: 089-947-0502
〒790-0022 愛媛県松山市永代町10番地１

C

M

Y

CM

MY

CY

CMY

K

大学院チラシ-最終稿-表-201211-2.pdf   1   2020/12/11   11:50
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松山市駅

市内電車J
R
松
山
駅

J
R
予
讃
線

伊予鉄高浜線

済美高校

松山工業高校

松山市駅より徒歩1分

松山南高校

聖カタリナ学園高校

千舟町通り

聖カタリナ大学
松山市駅キャンパス

伊予
鉄郡
中線

伊予鉄横河原線

松山城

※内容は構想中のものであり、変更になる場合があります。設置構想中
養成する人材像
本学大学院では、保健医療福祉領域における連携・協働を推進し、高度な看護実践能力を備えた人材を
養成します。
（１）地域包括ケアの推進と構築を支えるための臨床判断力を備えた人を養成します。
（２）地域の人々のニーズに応じて健康に関する諸現象を分析し、構造化する力、マネジメントする力を

備えた人を養成します。
（３）多職種との連携を牽引し、地域の人々とともに歩む人を養成します。

専攻の教育分野
本学大学院では、以下の分野についての教育を行います。

療養支援看護学分野
地域包括ケアシステムの中で多職種・多機関と連携を図りながら、臨床と在宅をつなぎ、認知症・要介護
高齢者・難病療養者の長期療養支援、フレイル予防やエンド・オブ・ライフケアなどに求められている療養
支援における看護実践上の課題を見出し、継続的で質の高い看護を構築することを目指します。

特定実践支援看護学分野
成育看護学、成人看護学、地域・公衆衛生看護学のそれぞれの専門性を各領域の実践的な視点から深め
ることにより、患者や家族、地域住民の健康を支える専門知識と技術を高め、臨床現場における問題に対
してより質の高い看護を構築することを目指します。

類似の近隣の大学院

※1：本学と連携協力に関する協定書を交わしている施設および本学看護学科の実習施設の職員、看護師
養成学校の教員及び本学卒業生（卒業見込みを含む）は、入学金免除。

※2：各大学院の情報は、ホームページから転載。

聖カタリナ大学 松山市駅キャンパス
※松山市駅南口から徒歩１分
〒790-0022
愛媛県松山市永代町10番地1
TEL 
FAX
URL:

聖カタリナ大学　松山市駅キャンパス

: 089-947-0502 
: 089-947-0505
: https://www.catherine.ac.jp
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単純集計表
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性別
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 女性 1,549     89.6     
2 男性 174    10.1     
無回答 5  0.3   
N （％ﾍﾞｰｽ） 1,728     100  

女性
89.6%

男性
10.1%

無回答
0.3%

性別

N = 1728

現住所
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 松山市内 1,313     76.0     
2 中予（松山市以外） 284    16.4     
3 東予 96   5.6   
4 南予 27   1.6   
5 その他 3  0.2   
無回答 5  0.3   
N （％ﾍﾞｰｽ） 1,728     100  松山市内

76.0%

中予

（松山市以外）
16.4%

東予

5.6%

南予

1.6%

その他
0.2%

無回答
0.3%

現住所

N = 1728

年齢
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 10代 73   4.2   
2 20代 553    32.0     
3 30代 379    21.9     
4 40代 427    24.7     
5 50代以上 291    16.8     
無回答 5  0.3   
N （％ﾍﾞｰｽ） 1,728     100  

10代
4.2%

20代
32.0%

30代
21.9%

40代
24.7%

50代以上
16.8%

無回答
0.3%

年齢

N = 1728
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対象者
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 看護師として勤務 1,444  83.6  

2 保健師として勤務 1  0.1  

3 助産師として勤務 39   2.3  

4 その他の看護職・技術職として勤務 4  0.2  

5 看護教員として勤務 13   0.8  

6 その他 0  0.0  

7 看護学科1年次生 63   3.6  

8 看護学科2年次生 49   2.8  

9 看護学科3年次生 59   3.4  

10 看護学科4年次生 50   2.9  

無回答 6  0.3  

N （％ﾍﾞｰｽ） 1,728  100   

看護師として勤務
83.6%

保健師として勤務
0.1%

助産師として勤務
2.3%

その他の看護職・

技術職として勤務
0.2%

看護教員として勤務
0.8%

その他
0.0%

看護学科1年次生
3.6%

看護学科2年次生
2.8%

看護学科3年次生
3.4%

看護学科4年次生
2.9%

無回答
0.3%

対象者

N = 1728
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大学院(修士課程)への入学意向
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 入学したい 20    1.2  
2 機会があれば入学したい 141  8.2  
3 将来、必要を感じた場合には入学を考える 352  20.4   
4 大学院で特定の科目のみ受講したい 51    3.0  
5 わからない 232  13.4   
6 その他 35    2.0  
7 将来的にも大学院入学には興味がない 865  50.1   
無回答 32    1.9  
N （％ﾍﾞｰｽ） 1,728    100    

入学したい
1.2%

機会があれば入学したい
8.2%

将来、必要を感じた場合には

入学を考える
20.4%

大学院で特定の科目のみ

受講したい
3.0%

わからない
13.4%その他

2.0%

将来的にも

大学院入学には

興味がない
50.1%

無回答
1.9%

大学院(修士課程)への入学意向

N = 1728

看護職実務経験年数
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 １年未満 64   4.3  

2 １年～３年未満 83   5.5  

3 ３年～５年未満 142  9.5  

4 ５年～10年未満 262  17.5   

5 10年以上 937  62.4   

無回答 13   0.9  

N （％ﾍﾞｰｽ） 1,501   100  

１年未満
4.3%

１年～３年未満
5.5%

３年～５年

未満
9.5%

５年～10年未満
17.5%

10年以上
62.4%

無回答
0.9%

看護職実務経験年数

N = 1501
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大学院(修士課程)への入学理由(第1理由)
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 業務を遂行するうえで、学部の教育・研究では不十分と考えるから 77         9.3             
2 最先端の専門的知識・技術を身につけたいから 177       21.3           
3 大学院で研究したいテーマがあるから 4           0.5             
4 社会的に大学院修了程度の学歴及び能力が求められているから 27         3.2             
5 専門の幅を広げ、将来的なキャリアの向上・業務の拡大につなげたいから 293       35.3           
6 資格・学位・学歴を取得するため 75         9.0             
7 将来、看護教育・研究に関わる職業に就きたいから 18         2.2             
8 学習環境に身を置くことで教養・資質を高め自己啓蒙を図りたいから 83         10.0           
9 様々な人との交流によって、既成の価値観や発想をリフレッシュしたいから 23         2.8             
10 その他 27         3.2             
無回答 27         3.2             
N （％ﾍﾞｰｽ） 831       100            

業務を遂行するうえで、

学部の教育・研究では

不十分と考えるから
9.3%

最先端の専門的知識・技術を

身につけたいから
21.3%

大学院で研究したい

テーマがあるから
0.5%

社会的に大学院修了程度の学歴

及び能力が求められているから
3.2%

専門の幅を広げ、将来的なキャリアの向上・業務の拡大につなげたいから
35.3%

資格・学位・学歴を

取得するため
9.0%

将来、看護教育・

研究に関わる職業に

就きたいから
2.2%

学習環境に身を置くことで

教養・資質を高め

自己啓蒙を図りたいから
10.0%

様々な人との交流によって、

既成の価値観や発想を

リフレッシュしたいから
2.8%

その他
3.2%

無回答
3.2%

大学院(修士課程)への入学理由(第1理由)
N = 831
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大学院(修士課程)への入学理由(第2理由)
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 業務を遂行するうえで、学部の教育・研究では不十分と考えるから 27         3.2             
2 最先端の専門的知識・技術を身につけたいから 121       14.6           
3 大学院で研究したいテーマがあるから 11         1.3             
4 社会的に大学院修了程度の学歴及び能力が求められているから 26         3.1             
5 専門の幅を広げ、将来的なキャリアの向上・業務の拡大につなげたいから 178       21.4           
6 資格・学位・学歴を取得するため 134       16.1           
7 将来、看護教育・研究に関わる職業に就きたいから 26         3.1             
8 学習環境に身を置くことで教養・資質を高め自己啓蒙を図りたいから 125       15.0           
9 様々な人との交流によって、既成の価値観や発想をリフレッシュしたいから 118       14.2           
10 その他 3           0.4             
無回答 62         7.5             
N （％ﾍﾞｰｽ） 831       100            

業務を遂行するうえで、学部の教育・研究では不十分と考えるから
3.2%

最先端の専門的知識・技術を

身につけたいから
14.6%

大学院で研究したい

テーマがあるから
1.3%

社会的に大学院修了程度

の学歴及び能力が

求められているから
3.1%

専門の幅を広げ、将来的なキャリアの

向上・業務の拡大につなげたいから
21.4%

資格・学位・学歴を取得するため
16.1%

将来、看護教育・

研究に関わる

職業に就きたいから
3.1%

学習環境に身を置くことで

教養・資質を高め

自己啓蒙を図りたいから
15.0%

様々な人との交流によって、

既成の価値観や発想を

リフレッシュしたいから
14.2%

その他
0.4%

無回答
7.5%

大学院(修士課程)への入学理由(第2理由)

N = 831
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看護学研究科看護学専攻(修士課程)への興味・関心
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 大いに興味・関心がある 33   4.0   
2 興味・関心がある 106    12.8     
3 すこし興味・関心がある 311    37.4     
4 わからない 219    26.4     
5 その他 4  0.5   
6 興味・関心はない 154    18.5     
無回答 4  0.5   
N （％ﾍﾞｰｽ） 831    100  

大いに

興味・関心がある
4.0%

興味・関心

がある
12.8%

すこし興味・

関心がある
37.4%

わからない
26.4%

その他
0.5%

興味・関心

はない
18.5%

無回答
0.5%

看護学研究科看護学専攻(修士課程)への興味・関心
N = 831
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興味・関心の理由(第1理由)
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 新しく設置される研究科だから 88  19.6  
2 興味のある看護分野が学べる、あるいは研究ができる 89  19.8  
3 教育内容に関心がある 63  14.0  
4 丁寧な指導が期待できる 15  3.3  
5 学位を取得したい 50  11.1  
6 聖カタリナ大学の大学院だから 16  3.6  
7 働きながら学べる 95  21.1  
8 立地（松山市駅）が便利 25  5.6  
9 学費が適正だから 8    1.8  
10 その他 0    0.0  
無回答 1    0.2  
N （％ﾍﾞｰｽ） 450   100   

新しく設置される研究科だから
19.6%

興味のある看護分野が

学べる、あるいは

研究ができる
19.8%

教育内容に関心がある
14.0%

丁寧な指導が期待できる
3.3%

学位を取得したい
11.1%

聖カタリナ大学の

大学院だから
3.6%

働きながら学べる
21.1%

立地（松山市駅）が便利
5.6%

学費が適正だから
1.8%

その他
0.0%

無回答
0.2%

興味・関心の理由(第1理由)

N = 450
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興味・関心の理由(第2理由)
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 新しく設置される研究科だから 25  5.6   
2 興味のある看護分野が学べる、あるいは研究ができる 42  9.3   
3 教育内容に関心がある 52  11.6  
4 丁寧な指導が期待できる 19  4.2   
5 学位を取得したい 38  8.4   
6 聖カタリナ大学の大学院だから 11  2.4   
7 働きながら学べる 125   27.8  
8 立地（松山市駅）が便利 89  19.8  
9 学費が適正だから 30  6.7   
10 その他 2    0.4   
無回答 17  3.8   
N （％ﾍﾞｰｽ） 450   100   

新しく設置される研究科だから
5.6%

興味のある看護分野が学べる、

あるいは研究ができる
9.3%

教育内容に関心がある
11.6%

丁寧な指導が期待できる
4.2%

学位を取得したい
8.4%

聖カタリナ大学の大学院だから
2.4%

働きながら学べる
27.8%

立地（松山市駅）が便利
19.8%

学費が適正だから
6.7%

その他
0.4%

無回答
3.8%

興味・関心の理由(第2理由)

N = 450
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看護学研究科看護学専攻(修士課程)で学びたい分野
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 療養支援看護学分野 180   44.2    
2 特定実践支援看護学分野 223   54.8    
無回答 4    1.0   
N （％ﾍﾞｰｽ） 407   100  

療養支援

看護学分野
44.2%

特定実践支援

看護学分野
54.8%

無回答
1.0%

看護学研究科看護学専攻(修士課程)で

学びたい分野

N = 407

入学を希望する
8.3%

開設時ではないが、

5年以内の

入学を検討する
4.3%

将来、必要を

感じた場合には

入学を検討する
47.8%

入学を

希望しない
7.4%

わからない
30.5%

無回答
1.6%

看護学研究科看護学専攻(修士課程)

への入学意向

N = 673

看護学研究科看護学専攻(修士課程)への入学意向
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 入学を希望する 56   8.3  

開設時ではないが、
5年以内の入学を検討する
将来、必要を感じた場合には
入学を検討する

4 入学を希望しない 50   7.4  

5 わからない 205  30.5   

無回答 11   1.6  

N （％ﾍﾞｰｽ） 673  100  

2

3

29   4.3  

322  47.8   
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希望の授業時間帯(第1希望)
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 平日昼間の時間帯 91  22.4    
2 平日夜間の時間帯 157   38.6    
3 土曜日昼間の時間帯 89  21.9    
4 夏休み集中の時間帯 36  8.8   
5 その他 9    2.2   
無回答 25  6.1   
N （％ﾍﾞｰｽ） 407   100  

平日昼間

の時間帯
22.4%

平日夜間

の時間帯
38.6%

土曜日昼間

の時間帯
21.9%

夏休み集中

の時間帯
8.8%

その他
2.2%

無回答
6.1%

希望の授業時間帯(第1希望)

N = 407

希望の授業時間帯(第2希望)
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 平日昼間の時間帯 34   8.4   
2 平日夜間の時間帯 90   22.1     
3 土曜日昼間の時間帯 149    36.6     
4 夏休み集中の時間帯 76   18.7     
5 その他 14   3.4   
無回答 44   10.8     
N （％ﾍﾞｰｽ） 407    100  

平日昼間の時間帯
8.4%

平日夜間

の時間帯

22.1%

土曜日昼間

の時間帯
36.6%

夏休み集中

の時間帯
18.7%

その他
3.4%

無回答
10.8%

希望の授業時間帯(第2希望)

N = 407

 
35



入学に必要な条件整備(第1理由)
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 夜間開講等授業時間帯の工夫 209  51.4  
2 社会人特別選抜等の入学試験 67  16.5  
3 奨学金等の金銭的支援 73  17.9  
4 修了年月の延長 17  4.2    
5 指導教授との連絡体制 16  3.9    
6 その他 1    0.2    
無回答 24  5.9    
N （％ﾍﾞｰｽ） 407  100   

夜間開講等

授業時間帯

の工夫
51.4%

社会人特別選抜等

の入学試験
16.5%

奨学金等の

金銭的支援
17.9%

修了年月の延長
4.2%

指導教授との連絡体制
3.9%

その他
0.2%

無回答
5.9%

入学に必要な条件整備(第1理由)
N = 407

入学に必要な条件整備(第2理由)
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 夜間開講等授業時間帯の工夫 53  13.0  
2 社会人特別選抜等の入学試験 81  19.9  
3 奨学金等の金銭的支援 95  23.3  
4 修了年月の延長 71  17.4  
5 指導教授との連絡体制 75  18.4  
6 その他 4    1.0  
無回答 28  6.9  
N （％ﾍﾞｰｽ） 407   100   

夜間開講等

授業時間帯の工夫
13.0%

社会人

特別選抜等

の入学試験
19.9%

奨学金等の

金銭的支援
23.3%

修了年月の延長
17.4%

指導教授との

連絡体制
18.4%

その他
1.0%

無回答
6.9%

入学に必要な条件整備(第2理由)

N = 407
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資料　５

平均入学
定員超過率

聖カタリナ大学 入 学 定 員 超 過 率 （0.95） （0.83） （0.90） （0.95）
人間健康福祉学部 入 学 者 数 239 218 234 249
（合計） 入 学 定 員 250 260 260 260

入 学 定 員 超 過 率 （0.51） （0.60） （0.64） （0.84）
入 学 者 数 31 42 45 59
入 学 定 員 60 70 70 70

入 学 定 員 超 過 率 （1.32） （1.22） （1.16） （1.24）
入 学 者 数 66 61 58 62
入 学 定 員 50 50 50 50

入 学 定 員 超 過 率 （1.18） （1.03） （1.00） （1.06）
入 学 者 数 71 62 60 64
入 学 定 員 60 60 60 60

入 学 定 員 超 過 率 （0.88） （0.66） （0.88） （0.80）
入 学 者 数 71 53 71 64
入 学 定 員 80 80 80 80

（1.06）

（0.80）

聖カタリナ大学人間健康福祉学部４学科の入学者の状況

平成31年度

（0.90）

（0.64）

（1.23）

平成29年度令和2年度 項　目

社会福祉学科

健康スポーツ学科

人間社会学科

看護学科

平成30年度
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聖カタリナ大学大学院 看護学研究科

看護学専攻（修士課程）（仮称）の修了者に対する

病院・医療関連施設等の採用意向に関するアンケート調査報告

令和３年２月

一般財団法人 日本開発構想研究所

資料８



聖カタリナ大学大学院看護学研究科看護学専攻(修士課程)(仮称)の修了者 
に対する病院・医療関連施設等の採用意向に関するアンケート調査報告 

 
１．調査概要 
（1） 調査目的 

令和 4 年 4 月に予定している聖カタリナ大学大学院看護学研究科看護学専攻（修士

課程）（仮称）の開設に向けて、修了者の就職が見込まれる 6 県（愛媛県、香川県、徳

島県、高知県、岡山県、広島県）の病院・医療関連施設等の採用担当者にアンケート

を実施し、聖カタリナ大学大学院看護学研究科看護学専攻（修士課程）（仮称）の修了

者に対する病院・医療関連施設等の採用意向を把握することを目的とする。 

 

（2） 調査対象 

聖カタリナ大学大学院看護学研究科看護学専攻（修士課程）（仮称）修了者の就職が

見込まれる病院・医療関連施設等 657施設の採用担当者にアンケート調査を実施。 

 

（3） 調査方法 

聖カタリナ大学大学院修了者の就職が見込まれる病院・医療関連施設等 657 施設の

採用担当者にアンケート用紙及び聖カタリナ大学大学院看護学研究科看護学専攻（修

士課程）（仮称）の概要を示したリーフレットを送付し、アンケートを実施した。回答

用紙は一般財団法人日本開発構想研究所へ病院・医療関連施設等から直接郵送。 

その結果、197 件の有効回答を得た。集計結果より、聖カタリナ大学大学院看護学

研究科看護学専攻（修士課程）（仮称）の修了者に対する採用意向を分析した。 

 

（4） 調査実施期間 

令和 2年 12月～令和 3年 1月 

 

（5） 有効回収率等 

 配 布 数：657施設 

有効回答数：197件 

有効回収率：約 30.0%（有効回答 197件 ÷ 配布数 657件） 

 

※聖カタリナ大学にて設置を構想している大学院看護学研究科看護学専攻（修士課程）

は仮称であるが、その旨の表示を本文中では省略した。  
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２．調査結果 
（1）施設の種別について 

施設の種別について調査した結果、回答のあった病院・医療関連施設等 197 施設の

うち、「病院」が 175 件（88.8%）と最も多く、次いで「介護施設」12 件（6.1%）、

「医療関係技術者養成校」4 件（2.0%）、「訪問看護ステーション」3 件（1.5%）、「そ

の他」2件（1.0%）の順になっている。 ※「無回答」1件（0.5%） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）施設の所在地について 

施設の所在地について調査した結果、回答のあった病院・医療関連施設等 197 施設

のうち、「広島県」が 48件（24.4%）と最も多く、次いで「岡山県」42件（21.3%）、

「松山市内」33件（16.8%）、「愛媛県内（松山市を除く）」31件（15.7%）、「高知県」

20 件（10.2%）、「香川県」15 件（7.6%）、「徳島県」7 件（3.6%）、「その他」1 件

（0.5%）の順になっている。 

 

 

 

 

  

施設の種別
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 病院 175         88.8        
2 クリニック 0             0.0          
3 訪問看護ステーション 3             1.5          
4 介護施設 12           6.1          
5 医療関係技術者養成校 4             2.0          
6 その他 2             1.0          
無回答 1             0.5          
N （％ﾍﾞｰｽ） 197         100         

病院
88.8%

クリニック
0.0%

訪問看護

ステーション
1.5%

介護施設
6.1%

医療関係

技術者養成校
2.0%

その他
1.0%

無回答
0.5%

施設の種別
N = 197

施設の所在地
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 松山市内 33           16.8        
2 愛媛県内(松山市を除く） 31           15.7        
3 香川県 15           7.6          
4 徳島県 7             3.6          
5 高知県 20           10.2        
6 岡山県 42           21.3        
7 広島県 48           24.4        
8 その他 1             0.5          
無回答 0             0.0          
N （％ﾍﾞｰｽ） 197         100         

松山市内
16.8%

愛媛県内

(松山市を除く）
15.7%

香川県
7.6%

徳島県
3.6%

高知県
10.2%

岡山県
21.3%

広島県
24.4%

その他
0.5%

無回答
0.0%

施設の所在地

N = 197
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（3）施設全体の看護職員数について 

施設全体の看護職員数について調査した結果、回答のあった病院・医療関連施設等

197施設のうち、「50人以上 100人未満」が 65件（33.0%）と最も多く、次いで「100

人以上 200人未満」47件（23.9%）、「300人以上」24件（12.2%）、「30人以上 50人

未満」21 件（10.7%）、「200 人以上 300 人未満」19 件（9.6%）、「10 人以上 30 人未

満」14件（7.1%）、「10人未満」7件（3.6%）の順になっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施設全体の看護職員数
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 10人未満 7             3.6          
2 10人以上30人未満 14           7.1          
3 30人以上50人未満 21           10.7        
4 50人以上100人未満 65           33.0        
5 100人以上200人未満 47           23.9        
6 200人以上300人未満 19           9.6          
7 300人以上 24           12.2        
無回答 0             0.0          
N （％ﾍﾞｰｽ） 197         100         

10人未満
3.6%

10人以上

30人未満
7.1%

30人以上

50人未満
10.7%

50人以上100人未満
33.0%

100人以上

200人未満
23.9%

200人以上

300人未満
9.6%

300人以上
12.2%

無回答
0.0%

施設全体の看護職員数

N = 197
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（4）看護職者の昨年度の採用人数（修士課程修了者）について 

大学院（修士課程）修了の看護職者の昨年度採用人数について調査した結果、回答

のあった病院・医療関連施設等 197施設のうち、「昨年度は採用していない（過去にも

採用した実績がない）」が 132 件（67.0%）と最も多く、次いで「昨年度は採用してい

ない（過去には採用した実績がある）」42件（21.3%）、「1～4人」18件（9.1%）、「わ

からない」3件（1.5%）の順になっている。 ※「無回答」2件（1.0%） 

 

 

 

 

 

 

 

  

看護職者の昨年度の採用人数(修士課程修了者)
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 1～4人 18              9.1             
2 5～9人 0                0.0             
3 10～19人 0                0.0             
4 20人以上 0                0.0             
5 昨年度は採用していない（過去には採用した実績がある） 42              21.3           
6 昨年度は採用していない（過去にも採用した実績がない） 132            67.0           
7 わからない 3                1.5             
無回答 2                1.0             
N （％ﾍﾞｰｽ） 197            100            

1～4人
9.1% 5～9人

0.0%
10～19人

0.0%

20人以上
0.0%

昨年度は採用していない

（過去には採用した実績がある）
21.3%

昨年度は採用していない

（過去にも採用した実績がない）
67.0%

わからない
1.5%

無回答
1.0%

看護職者の昨年度の採用人数(修士課程修了者)
N = 197
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（5）看護職員を採用する際に重視する点について 

5-1 看護職員を採用する際に重視する点（第 1位）について 

看護職員（看護教員含む）を採用する際に特に重視している点について調査した結

果、回答のあった病院・医療関連施設等 197 施設のうち、「看護実践能力」が 64 件

（32.5%）と最も多く、次いで「円滑なコミュニケーション能力」49 件（24.9%）、

「倫理観」34件（17.3%）、「社会のルールや約束を守る力」15件（7.6%）、「協調性」

11 件（5.6%）、「問題解決能力」8 件（4.1%）、「社会貢献に対する積極性」6 件

（3.0%）、「保有資格」6 件（3.0%）、「管理・指導力」1 件（0.5%）、「その他」1 件

（0.5%）の順になっている。 ※「無回答」2件（1.0%） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

看護職員を採用する際に重視する点(第1位)
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 看護実践能力 64        32.5     
2 倫理観 34        17.3     
3 社会貢献に対する積極性 6          3.0       
4 管理・指導力 1          0.5       
5 問題解決能力 8          4.1       
6 学際的・国際的視点 0          0.0       
7 保有資格 6          3.0       
8 円滑なコミュニケーション能力 49        24.9     
9 社会のルールや約束を守る力 15        7.6       
10 協調性 11        5.6       
11 その他 1          0.5       
無回答 2          1.0       
N （％ﾍﾞｰｽ） 197      100      

看護実践能力
32.5%

倫理観
17.3%

社会貢献に対する積極性
3.0%

管理・指導力
0.5%

問題解決能力
4.1%

学際的・国際的視点
0.0%

保有資格
3.0%

円滑なコミュニケーション能力
24.9%

社会のルールや約束を守る力
7.6%

協調性
5.6%

その他
0.5%

無回答
1.0%

看護職員を採用する際に重視する点(第1位)

N = 197
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5-2 看護職員を採用する際に重視する点（第 2位）について 

看護職員（看護教員含む）を採用する際に特に重視している点について調査した結

果、回答のあった病院・医療関連施設等 197施設のうち、「円滑なコミュニケーション

能力」が 48件（24.4%）と最も多く、次いで「協調性」45件（22.8%）、「看護実践能

力」25 件（12.7%）、「問題解決能力」20 件（10.2%）、「社会のルールや約束を守る力」

20 件（10.2%）、「倫理観」17 件（8.6%）、「社会貢献に対する積極性」6 件（3.0%）、

「管理・指導力」6 件（3.0%）、「その他」6 件（3.0%）、「保有資格」2 件（1.0%）の

順になっている。 ※「無回答」2件（1.0%） 

 

 

  看護職員を採用する際に重視する点(第2位)
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 看護実践能力 25        12.7     
2 倫理観 17        8.6       
3 社会貢献に対する積極性 6          3.0       
4 管理・指導力 6          3.0       
5 問題解決能力 20        10.2     
6 学際的・国際的視点 0          0.0       
7 保有資格 2          1.0       
8 円滑なコミュニケーション能力 48        24.4     
9 社会のルールや約束を守る力 20        10.2     
10 協調性 45        22.8     
11 その他 6          3.0       
無回答 2          1.0       
N （％ﾍﾞｰｽ） 197      100      

看護実践能力
12.7%

倫理観
8.6%

社会貢献に対する積極性
3.0%

管理・指導力
3.0%

問題解決能力
10.2%

学際的・国際的視点
0.0%

保有資格
1.0%

円滑なコミュニケーション能力
24.4%

社会のルールや約束を守る力
10.2%

協調性
22.8%

その他
3.0%

無回答
1.0%

看護職員を採用する際に重視する点(第2位)
N = 197
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（6）大学院（修士課程）修了者の採用意向について 

将来的な大学院（修士課程）修了者の看護職者の採用意向について調査した結果、

回答のあった病院・医療関連施設等 197 施設のうち、「採用を検討する」が 75 件

（38.1%）と最も多く、次いで「できれば採用したい」42 件（21.3%）、「採用は考え

ない」35件（17.8%）、「採用したい」27件（13.7%）、「その他」17件（8.6%）の順に

なっている。 ※「無回答」1件（0.5%） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（7）看護学研究科看護学専攻（修士課程）の社会的必要性について 

 看護学研究科看護学専攻（修士課程）の社会的必要性について調査した結果、回答

のあった病院・医療関連施設等 197 施設のうち、「ある程度必要だと思う」が 126 件

（64.0%）と最も多く、次いで「とても必要だと思う」51 件（25.9%）、「わからない」

11 件（5.6%）、「あまり必要だと思わない」7 件（3.6%）、「まったく必要だと思わない」

2件（1.0%）の順になっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大学院(修士課程)修了者の採用意向
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 採用したい 27           13.7        
2 できれば採用したい 42           21.3        
3 採用を検討する 75           38.1        
4 採用は考えない 35           17.8        
5 その他 17           8.6          
無回答 1             0.5          
N （％ﾍﾞｰｽ） 197         100         

採用したい
13.7%

できれば

採用したい
21.3%

採用を検討する
38.1%

採用は考えない
17.8%

その他
8.6%

無回答
0.5%

大学院(修士課程)修了者の採用意向
N = 197

看護学研究科看護学専攻(修士課程)の社会的必要性
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 とても必要だと思う 51           25.9        
2 ある程度必要だと思う 126         64.0        
3 あまり必要だと思わない 7             3.6          
4 まったく必要だと思わない 2             1.0          
5 わからない 11           5.6          
無回答 0             0.0          
N （％ﾍﾞｰｽ） 197         100         

とても

必要だと思う
25.9%

ある程度

必要だと思う
64.0%

あまり必要だと

思わない
3.6%

まったく必要だと

思わない
1.0%

わからない
5.6%

無回答
0.0%

看護学研究科看護学専攻(修士課程)の

社会的必要性
N = 197
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（8）看護学研究科看護学専攻（修士課程）修了者の採用意向について 

聖カタリナ大学大学院看護学研究科看護学専攻（修士課程）修了者の採用意向につ

いて調査した結果、「わからない」が 98 件（49.7%）と最も多く、次いで「採用を検

討したい」60 件（30.5%）、「採用は考えない」22 件（11.2%）、「採用したい」17 件

（8.6%）の順になっている。 

なお、「採用したい」、「採用を検討したい」の肯定的な回答を合算すると、77 件

（39.1%）となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（9）看護学研究科看護学専攻（修士課程）修了者の採用人数について 

「（8）看護学研究科看護学専攻（修士課程）修了者の採用意向について」で肯定的

な採用意向を示した 77施設に対して、聖カタリナ大学大学院看護学研究科看護学専攻

（修士課程）修了者の将来的な採用人数について調査した結果、「人数未確定」が 47

件（61.0%）と最も多く、次いで「1人」23件（29.9%）、「2人」7件（9.1%）の順に

なっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

採用したい

8.6%

採用を検討したい
30.5%

わからない
49.7%

採用は考えない
11.2%

無回答
0.0%

看護学研究科看護学専攻(修士課程)

修了者の採用意向
N = 197№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 採用したい 17           8.6          
2 採用を検討したい 60           30.5        
3 わからない 98           49.7        
4 採用は考えない 22           11.2        
無回答 0             0.0          
N （％ﾍﾞｰｽ） 197         100         

看護学研究科看護学専攻(修士課程)修了者の採用意向

1人
29.9%

2人
9.1%

3人以上
0.0%

人数未確定
61.0%

無回答
0.0%

看護学研究科看護学専攻(修士課程)

修了者の採用人数
N = 77№ カテゴリ 件数 (全体)%

1 1人 23           29.9        
2 2人 7             9.1          
3 3人以上 0             0.0          
4 人数未確定 47           61.0        
無回答 0             0.0          
N （％ﾍﾞｰｽ） 77           100         

看護学研究科看護学専攻(修士課程)修了者の採用人数
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（10）看護学研究科看護学専攻（修士課程）への看護職員の入学希望について 

現役の看護職員の聖カタリナ大学大学院看護学研究科看護学専攻（修士課程）への

入学希望について調査した結果、「わからない」が 83 件（42.1%）と最も多く、次い

で「その他」30 件（15.2%）、「夜間／週末であれば、入学させることを検討したい」

29 件（14.7%）、「入学を希望しない」29 件（14.7%）、「入学させることを検討したい」

12 件（6.1%）、「入学させたい」2 件（1.0%）、「夜間／週末であれば入学させたい」2

件（1.0%）、「休職させてから入学させたい」1件（0.5%）の順になっている。 

 ※「無回答」9件（4.6％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

看護学研究科看護学専攻(修士課程)への看護職員の入学希望
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 入学させたい 2                  1.0              

2 夜間／週末であれば入学させたい 2                  1.0              

3 入学させることを検討したい 12               6.1              

4 夜間／週末であれば、入学させることを検討したい 29               14.7            

5 休職させてから入学させたい 1                  0.5              

6 入学を希望しない 29               14.7            

7 わからない 83               42.1            

8 その他 30               15.2            

無回答 9                  4.6              

N （％ﾍﾞｰｽ） 197             100             

入学させたい
1.0%

夜間／週末であれば

入学させたい
1.0%

入学させることを検討したい
6.1%

夜間／週末であれば、

入学させることを検討したい
14.7%

休職させてから入学させたい
0.5%

入学を希望しない
14.7%

わからない
42.1%

その他
15.2%

無回答
4.6%

看護学研究科看護学専攻(修士課程)への看護職員の入学希望

N = 197
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（11）看護学研究科看護学専攻（修士課程）への看護職員の入学奨励について 

聖カタリナ大学大学院看護学研究科看護学専攻（修士課程）への看護職員の入学奨

励について調査した結果、「条件が合えば勧める」が 112 件（56.9%）と最も多く、次

いで「積極的に勧める」25 件（12.7%）、「わからない」25 件（12.7%）、「一応勧める」

20 件（10.2%）、「その他」9 件（4.6%）、「勧めない」4 件（2.0%）の順になっている。 

※「無回答」2件（1.0%） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 積極的に勧める 25             12.7         

2 一応勧める 20             10.2         

3 条件が合えば勧める 112          56.9         

4 わからない 25             12.7         

5 勧めない 4               2.0            

6 その他 9               4.6            

無回答 2               1.0            

N （％ﾍﾞｰｽ） 197          100          

看護学研究科看護学専攻(修士課程)への看護職員の入学奨励

積極的に

勧める
12.7%

一応勧める
10.2%条件が合えば

勧める
56.9%

わからない
12.7%

勧めない
2.0%

その他
4.6%

無回答
1.0%

看護学研究科看護学専攻(修士課程)

への看護職員の入学奨励

N = 197
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３．調査結果のまとめ 
聖カタリナ大学大学院看護学研究科看護学専攻（修士課程）の修了者に対する将来

的な採用意向人数の集計にあたっては、「（8）看護学研究科看護学専攻（修士課程）修

了者の採用意向について」の肯定的な回答数と、「（9）看護学研究科看護学専攻（修士

課程）修了者の採用人数について」の将来的な採用人数の各選択肢（「1人」、「2人」、

「3人以上」、「人数未確定」（※））を乗じ、これを合計し、算出した。 

※「3人以上」は最低数である「3人」として計算した。 

「人数未確定」とは、「（8）看護学研究科看護学専攻（修士課程）修了者の採用意向に

ついて」にて、「採用したい」、「採用を検討したい」と回答し将来的な採用意向は示す

が、アンケートの時点では将来的な採用人数について確定していないものである。し

たがって、本調査では「人数未確定」の将来的な採用人数を最低数である「1 人」と

して計算した。 

 
 
下表より、聖カタリナ大学大学院看護学研究科看護学専攻（修士課程）の修了者に

対する採用意向人数は「採用したい」のみで合計した場合、19 人分となる。入学定員

は 5人であるため、3.8倍の採用意向人数を確保できている。 

また、「採用したい」、「採用を検討したい」と回答した施設の採用意向人数を合計す

ると 84人分となり、これは入学定員 5人に対して、16.8倍となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上の調査結果と、今回の調査対象以外への進路も考えられることから、聖カタリ

ナ大学大学院看護学研究科看護学専攻（修士課程）の修了者の進路は十分に確保でき

るものと考える。 

看護学研究科看護学専攻（修士課程）
　回答数(件) 　回答数(件)

人数(人) 人数(人)

1人(A) 4          (a) (A)×(a) 4   1人(A) 23         (a) (A)×(a) 23   

2人(B) 2          (b) (B)×(b) 4   2人(B) 7          (b) (B)×(b) 14   

3人以上(C) -           (c) (C)×(c) -    3人以上(C) -           (c) (C)×(c) -     

人数未確定(D) 11         (d) (D)×(d) 11  人数未確定(D) 47         (d) (D)×(d) 47   

無回答 -           無回答 -           

合計採用意向 19 人 合計採用意向 84 人

「採用したい」

のみ
合計

「採用したい」

「採用を検討した

い」の合計

合計
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調査票 
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計画概要 
 

 

 
15



※内容は構想中のものであり、変更になる場合があります。

設置構想中

聖カタリナ大学大学院＜設置構想中＞
看護学研究科看護学専攻（仮称）
2022年（令和4年）4月設置予定　修士課程

学　　位　　修士（看護学）
入学定員　　5名（予定）男女共学
修業年限　　2年（最長4年まで）
入学時期　　4月
設置場所　　聖カタリナ大学松山市駅キャンパス内

教育目的
看護学研究科看護学専攻（仮称）は、療養支援看護学分野及び特定実践支援看護学分野の研究教育を通

して、多職種との連携・協働の視点を踏まえ、保健・医療・福祉を繋ぐキーパーソンとして地域包括ケア
システムの構築に寄与できる高度専門職業人を養成することを目的とします。

出願資格
次の（１）～（７）のいずれかに該当する者。

（１）大学を卒業した者（卒業見込みの者を含む）。
（２）学校教育法により学士の学位を授与された者。
（３）外国において学校教育における16年の課程を修了した者。
（４）文部科学大臣の指定した者。
（５）外国の大学等において、修業年限が 3 年以上の課程を修了することにより、学士の学位に相当する

学位を授与された者。
（６）専修学校の専門課程（修業年限が 4 年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満たす

ものに限る）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了した者。
（７）その他、本大学院において大学を卒業した者と同等の学力があると認めた者。
出願資格については事前に個別にご相談ください。

修了要件
2 年以上在学し、修了所要単位数 30 単位以上を修得し、かつ必要な研究指導を受けた上、当該修士課

程の目的に応じた修士論文の成果の審査及び最終試験に合格すること。

想定される卒業後の進路
（１）高度な専門知識をもつ人材として、保健医療福祉の施設等に勤務
（２）教育者・研究者として看護系大学や研究機関に勤務
（３）大学院（博士後期課程）への進学など

社会人学生に対する配慮
看護職者の資質向上に貢献する目的で、社会人の受け入れを行います。
勤務しながら通学できるよう、大学院設置基準の第 14 条特例に基づく昼夜開講や、修業年限を４年

に延長する長期履修学生制度を設け、在職のまま学びやすくなるよう配慮します。

土曜　①  8:50～10:20  ②10:30～12:00　 ③13:00～14:30　 ④14:40～16:10
平日　⑤18:00～19:30  ⑥19:40～21:10
（全てがこの時間の開講ではありません）

裏面もご覧ください。

学校法人 聖カタリナ学園 ＜お問い合わせ先＞
聖カタリナ大学 松山市駅キャンパス事務部局
TEL: 089-947-0502
〒790-0022 愛媛県松山市永代町10番地１

C

M

Y

CM

MY

CY

CMY

K

大学院チラシ-最終稿-表-201211-2.pdf   1   2020/12/11   11:50
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松山市駅

市内電車J
R
松
山
駅

J
R
予
讃
線

伊予鉄高浜線

済美高校

松山工業高校

松山市駅より徒歩1分

松山南高校

聖カタリナ学園高校

千舟町通り

聖カタリナ大学
松山市駅キャンパス

伊予
鉄郡
中線

伊予鉄横河原線

松山城

※内容は構想中のものであり、変更になる場合があります。設置構想中
養成する人材像
本学大学院では、保健医療福祉領域における連携・協働を推進し、高度な看護実践能力を備えた人材を
養成します。
（１）地域包括ケアの推進と構築を支えるための臨床判断力を備えた人を養成します。
（２）地域の人々のニーズに応じて健康に関する諸現象を分析し、構造化する力、マネジメントする力を

備えた人を養成します。
（３）多職種との連携を牽引し、地域の人々とともに歩む人を養成します。

専攻の教育分野
本学大学院では、以下の分野についての教育を行います。

療養支援看護学分野
地域包括ケアシステムの中で多職種・多機関と連携を図りながら、臨床と在宅をつなぎ、認知症・要介護
高齢者・難病療養者の長期療養支援、フレイル予防やエンド・オブ・ライフケアなどに求められている療養
支援における看護実践上の課題を見出し、継続的で質の高い看護を構築することを目指します。

特定実践支援看護学分野
成育看護学、成人看護学、地域・公衆衛生看護学のそれぞれの専門性を各領域の実践的な視点から深め
ることにより、患者や家族、地域住民の健康を支える専門知識と技術を高め、臨床現場における問題に対
してより質の高い看護を構築することを目指します。

類似の近隣の大学院

※1：本学と連携協力に関する協定書を交わしている施設および本学看護学科の実習施設の職員、看護師
養成学校の教員及び本学卒業生（卒業見込みを含む）は、入学金免除。

※2：各大学院の情報は、ホームページから転載。

聖カタリナ大学 松山市駅キャンパス
※松山市駅南口から徒歩１分
〒790-0022
愛媛県松山市永代町10番地1
TEL 
FAX
URL:

聖カタリナ大学　松山市駅キャンパス

: 089-947-0502 
: 089-947-0505
: https://www.catherine.ac.jp

C

M

Y

CM

MY

CY

CMY

K

大学院チラシ-最終稿-裏-201211-2.pdf   1   2020/12/11   11:51
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単純集計表 
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施設の種別
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 病院 175         88.8        
2 クリニック 0             0.0          
3 訪問看護ステーション 3             1.5          
4 介護施設 12           6.1          
5 医療関係技術者養成校 4             2.0          
6 その他 2             1.0          

無回答 1             0.5          
N （％ﾍﾞｰｽ） 197         100         

病院
88.8%

クリニック
0.0%

訪問看護

ステーション
1.5%

介護施設
6.1%

医療関係

技術者養成校
2.0%

その他
1.0%

無回答
0.5%

施設の種別
N = 197

施設全体の看護職員数
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 10⼈未満 7             3.6          
2 10⼈以上30⼈未満 14           7.1          
3 30⼈以上50⼈未満 21           10.7        
4 50⼈以上100⼈未満 65           33.0        
5 100⼈以上200⼈未満 47           23.9        
6 200⼈以上300⼈未満 19           9.6          
7 300⼈以上 24           12.2        

無回答 0             0.0          
N （％ﾍﾞｰｽ） 197         100         

10人未満

3.6%

10人以上

30人未満
7.1%

30人以上

50人未満
10.7%

50人以上100人未満
33.0%

100人以上

200人未満
23.9%

200人以上

300人未満
9.6%

300人以上
12.2%

無回答
0.0%

施設全体の看護職員数

N = 197

施設の所在地
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 松⼭市内 33           16.8        
2 愛媛県内(松⼭市を除く） 31           15.7        
3 ⾹川県 15           7.6          
4 徳島県 7             3.6          
5 ⾼知県 20           10.2        
6 岡⼭県 42           21.3        
7 広島県 48           24.4        
8 その他 1             0.5          

無回答 0             0.0          
N （％ﾍﾞｰｽ） 197         100         

松山市内
16.8%

愛媛県内

(松山市を除く）
15.7%

香川県
7.6%

徳島県
3.6%

高知県
10.2%

岡山県
21.3%

広島県
24.4%

その他
0.5%

無回答
0.0%

施設の所在地

N = 197
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看護職者の昨年度の採⽤⼈数(修⼠課程修了者)
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 1〜4⼈ 18              9.1             
2 5〜9⼈ 0                0.0             
3 10〜19⼈ 0                0.0             
4 20⼈以上 0                0.0             
5 昨年度は採⽤していない（過去には採⽤した実績がある） 42              21.3           
6 昨年度は採⽤していない（過去にも採⽤した実績がない） 132            67.0           
7 わからない 3                1.5             

無回答 2                1.0             
N （％ﾍﾞｰｽ） 197            100            

1～4人
9.1% 5～9人

0.0%
10～19人

0.0%

20人以上
0.0%

昨年度は採用していない

（過去には採用した実績がある）
21.3%

昨年度は採用していない

（過去にも採用した実績がない）
67.0%

わからない
1.5%

無回答
1.0%

看護職者の昨年度の採用人数(修士課程修了者)
N = 197
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看護職員を採⽤する際に重視する点(第1位)
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 看護実践能⼒ 64        32.5     
2 倫理観 34        17.3     
3 社会貢献に対する積極性 6          3.0       
4 管理・指導⼒ 1          0.5       
5 問題解決能⼒ 8          4.1       
6 学際的・国際的視点 0          0.0       
7 保有資格 6          3.0       
8 円滑なコミュニケーション能⼒ 49        24.9     
9 社会のルールや約束を守る⼒ 15        7.6       
10 協調性 11        5.6       
11 その他 1          0.5       

無回答 2          1.0       
N （％ﾍﾞｰｽ） 197      100      

看護実践能力
32.5%

倫理観
17.3%

社会貢献に対する積極性
3.0%

管理・指導力
0.5%

問題解決能力
4.1%

学際的・国際的視点
0.0%

保有資格
3.0%

円滑なコミュニケーション能力
24.9%

社会のルールや約束を守る力
7.6%

協調性
5.6%

その他
0.5%

無回答
1.0%

看護職員を採用する際に重視する点(第1位)

N = 197
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看護職員を採⽤する際に重視する点(第2位)
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 看護実践能⼒ 25        12.7     
2 倫理観 17        8.6       
3 社会貢献に対する積極性 6          3.0       
4 管理・指導⼒ 6          3.0       
5 問題解決能⼒ 20        10.2     
6 学際的・国際的視点 0          0.0       
7 保有資格 2          1.0       
8 円滑なコミュニケーション能⼒ 48        24.4     
9 社会のルールや約束を守る⼒ 20        10.2     
10 協調性 45        22.8     
11 その他 6          3.0       

無回答 2          1.0       
N （％ﾍﾞｰｽ） 197      100      

看護実践能力
12.7%

倫理観
8.6%

社会貢献に対する積極性
3.0%

管理・指導力
3.0%

問題解決能力
10.2%

学際的・国際的視点
0.0%

保有資格
1.0%

円滑なコミュニケーション能力
24.4%

社会のルールや約束を守る力
10.2%

協調性
22.8%

その他
3.0%

無回答
1.0%

看護職員を採用する際に重視する点(第2位)

N = 197
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⼤学院(修⼠課程)修了者の採⽤意向
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 採⽤したい 27           13.7        
2 できれば採⽤したい 42           21.3        
3 採⽤を検討する 75           38.1        
4 採⽤は考えない 35           17.8        
5 その他 17           8.6          

無回答 1             0.5          
N （％ﾍﾞｰｽ） 197         100         

採用したい
13.7%

できれば

採用したい
21.3%

採用を検討する
38.1%

採用は考えない
17.8%

その他
8.6%

無回答
0.5%

大学院(修士課程)修了者の採用意向
N = 197

看護学研究科看護学専攻(修⼠課程)の社会的必要性
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 とても必要だと思う 51           25.9        
2 ある程度必要だと思う 126         64.0        
3 あまり必要だと思わない 7             3.6          
4 まったく必要だと思わない 2             1.0          
5 わからない 11           5.6          

無回答 0             0.0          
N （％ﾍﾞｰｽ） 197         100         

とても

必要だと思う
25.9%

ある程度

必要だと思う
64.0%

あまり必要だと

思わない
3.6%

まったく必要だと

思わない
1.0%

わからない
5.6%

無回答
0.0%

看護学研究科看護学専攻(修士課程)の

社会的必要性
N = 197

№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 採⽤したい 17           8.6          
2 採⽤を検討したい 60           30.5        
3 わからない 98           49.7        
4 採⽤は考えない 22           11.2        

無回答 0             0.0          
N （％ﾍﾞｰｽ） 197         100         

看護学研究科看護学専攻(修⼠課程)修了者の採⽤意向
採用したい

8.6%

採用を検討したい
30.5%

わからない
49.7%

採用は考えない
11.2%

無回答
0.0%

看護学研究科看護学専攻(修士課程)

修了者の採用意向
N = 197

№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 1⼈ 23           29.9        
2 2⼈ 7             9.1          
3 3⼈以上 0             0.0          
4 ⼈数未確定 47           61.0        

無回答 0             0.0          
N （％ﾍﾞｰｽ） 77           100         

看護学研究科看護学専攻(修⼠課程)修了者の採⽤⼈数
1人
29.9%

2人
9.1%

3人以上
0.0%

人数未確定
61.0%

無回答
0.0%

看護学研究科看護学専攻(修士課程)

修了者の採用人数
N = 77
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看護学研究科看護学専攻(修⼠課程)への看護職員の⼊学希望
№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 ⼊学させたい 2                  1.0              

2 夜間／週末であれば⼊学させたい 2                  1.0              

3 ⼊学させることを検討したい 12               6.1              

4 夜間／週末であれば、⼊学させることを検討したい 29               14.7            

5 休職させてから⼊学させたい 1                  0.5              

6 ⼊学を希望しない 29               14.7            

7 わからない 83               42.1            

8 その他 30               15.2            

無回答 9                  4.6              

N （％ﾍﾞｰｽ） 197             100             

入学させたい
1.0%

夜間／週末であれば

入学させたい
1.0%

入学させることを検討したい
6.1%

夜間／週末であれば、

入学させることを検討したい
14.7%

休職させてから入学させたい
0.5%

入学を希望しない
14.7%

わからない
42.1%

その他
15.2%

無回答
4.6%

看護学研究科看護学専攻(修士課程)への看護職員の入学希望

N = 197

№ カテゴリ 件数 (全体)%
1 積極的に勧める 25             12.7         

2 ⼀応勧める 20             10.2         

3 条件が合えば勧める 112          56.9         

4 わからない 25             12.7         

5 勧めない 4               2.0            

6 その他 9               4.6            

無回答 2               1.0            

N （％ﾍﾞｰｽ） 197          100          

看護学研究科看護学専攻(修⼠課程)への看護職員の⼊学奨励

積極的に

勧める
12.7%

一応勧める
10.2%条件が合えば

勧める
56.9%

わからない
12.7%

勧めない
2.0%

その他
4.6%

無回答
1.0%

看護学研究科看護学専攻(修士課程)

への看護職員の入学奨励

N = 197
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